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田
中
昭
憲
議
員

(1)
競
艇
事
業
に
つ
い

て①
平
成
７
年
度
は
、
一
般
会
計
に
17

億
円
の
繰
出
金
が
あ
り
、
利
益
積
立

金
合
計
も
44
億
あ
っ
た
も
の
が
、
現

在
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
公
営

企
業
交
付
金
は
、
競
輪
、
オ
ー
ト
レ

ー
ス
は
昭
和
32
年
改
定
さ
れ
平
成
14

年
に
改
正
さ
れ
て
お
り
、
競
艇
は
、

昭
和
32
年
改
定
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
船
舶
振
興
会
交
付
金

や
競
走
会
交
付
金
の
改
正
に
向
け
て
、

全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者

協
議
会
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。

②
今
後
の
ボ
ー
ト
ピ
ア
の
推
進
に
つ

い
て
、
波
佐
見
町
に
つ
い
て
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
五
島
市
に
つ
い

て
は
現
在
進
行
し
て
い
る
場
所
が
２
、

３
ヶ
所
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

(2)
都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
久
原
〜
梶
ノ
尾
線

の
小
路
口
工
区
、
竹
松
工
区
の
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
地
区
住
民
や

地
権
者
に
対
す
る
説
明
会
を
い
つ
頃

行
う
の
か
。
小
路
口
工
区
は
、
幅
員

28
ｍ
通
路
と
な
っ
て
い
る
が
縮
小
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長

(1)
①
従
来
、
連
合
会
に
対
し
全

い
市
も
見
受
け
ら
れ
た
。
他
市
の
状

況
を
踏
ま
え
、
よ
り
財
政
が
逼
迫
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
並
み

に
補
助
対
象
距
離
を
縮
小
し
た
次
第

で
あ
る
。

②
地
元
か
ら
の
希
望
も
認
識
し
て
い

る
が
、
市
全
体
で
老
朽
化
し
た
施
設

を
多
く
抱
え
て
い
る
現
状
で
は
、
逼

迫
し
た
財
政
状
況
や
施
設
整
備
計
画

な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
総
合
的
に
判

断
し
て
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

総
務
部
長

(2)
①
試
験
的
導
入
に
つ
い

て
も
、
多
額
の
財
源
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
の
財
政
状
況
で
は
、
非
常
に
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
当
面
は
防
災
計

画
に
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
避
難

誘
導
体
制
を
確
立
す
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

②
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
市
で
は

市
政
だ
よ
り
や
生
活
安
全
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
に
よ
る
広
報
、
あ
る
い
は
チ
ラ

シ
な
ど
を
配
り
注
意
を
促
し
て
い
る
。

警
察
に
お
い
て
は
、
事
業
所
や
各
地

区
で
の
防
犯
講
習
会
な
ど
で
広
報
活

動
に
努
め
て
お
ら
れ
る
。
今
後
も
、

警
察
な
ど
と
一
体
に
な
っ
た
関
係
機

関
が
一
致
協
力
し
て
、
披
害
防
止
を

呼
び
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

友
好
都
市
と
の
国
際
交
流
を
通
じ
て
。

農
産
物
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
。

施
協
を
通
じ
、
幾
ら
か
で
も
抑
え
ら

れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
の
運
動
は
続

け
て
き
た
。
交
付
金
問
題
は
、
今
後

と
も
、
競
艇
躍
進
事
業
の
終
了
後
に

再
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

②
今
後
の
ボ
ー
ト
ピ
ア
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
波
佐
見
に
お
い
て
、
売
り

上
げ
予
測
を
下
方
修
正
し
て
、
規
模

も
縮
小
し
た
計
画
を
策
定
し
、
現
在
、

国
土
交
通
省
と
の
事
前
協
議
に
入
っ

て
い
る
。
こ
の
事
前
協
議
が
調
い
次

第
、
警
察
協
議
を
経
て
、
国
土
交
通

大
臣
の
確
認
申
請
書
提
出
と
い
う
運

び
と
な
る
。
順
調
に
行
け
ば
、
平
成

18
年
９
月
に
は
オ
ー
プ
ン
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。（
仮
称
）
小
規

模
場
外
五
島
に
つ
い
て
は
、
行
政
間

協
定
ま
で
は
済
ん
で
い
る
が
、
五
島

市
長
か
ら
少
し
冷
却
期
間
の
申
し
入

れ
が
あ
り
、
開
設
の
事
務
手
続
を
猶

予
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

(2)
地
権
者
及
び
地
区
住
民
等
に
対
す

る
説
明
会
は
、
事
業
認
可
前
の
着
手

に
一
定
の
め
ど
が
立
つ
時
期
を
考
え

て
い
る
。
道
路
の
幅
員
計
画
に
つ
い

て
は
、
将
来
の
構
想
を
含
め
決
定
を

し
て
お
り
、
小
路
口
工
区
の
幅
員
28

ｍ
は
竹
松
地
区
の
幹
線
道
路
と
し
て

位
置
づ
け
た
計
画
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長

(2)
道
路
構
造
令
と
い

う
一
つ
の
基
準
に
基
づ
い
て
設
計
を

行
っ
て
い
る
。
将
来
の
交
通
量
を
予

測
し
車
線
の
幅
、
幅
員
、
勾
配
、
横

断
の
勾
配
、
縦
断
の
勾
配
等
を
決
定

し
て
い
る
。

永
尾
議
員

(1)
福
祉
保
健
行
政
に
つ
い

て
仕
事
・
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
時

に
突
然
、
血
液
を
送
る
心
臓
の
作
動

が
停
止
し
た
場
合
、
心
臓
へ
の
電
気

シ
ョ
ッ
ク
で
救
命
す
る
除
細
動
器
の

使
用
は
、
こ
れ
ま
で
医
師
や
救
急
救

命
士
・
航
空
機
の
乗
務
員
に
限
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
一
般
の

方
で
も
講
習
を
受
け
れ
ば
使
用
を
認

め
る
措
置
が
国
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、

使
用
を
認
め
ら
れ
た
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
は
小
型
で
携
帯

性
に
富
み
、
か
つ
安
全
で
操
作
性
の

高
い
も
の
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
救
命
に
と
っ
て
は
時
間
の

壁
を
乗
り
越
え
突
然
死
を
防
ぐ
こ
と

が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
生

命
に
関
る
事
で
あ
り
、
人
が
多
く
集

ま
る
場
所
（
市
役
所
・
シ
ー
ハ
ッ
ト

・
住
民
セ
ン
タ
ー
）
等
に
設
置
で
き

な
い
か
。

(2)
総
務
行
政
に
つ
い
て

市
が
設
置
し
て
い
る
公
の
施
設
の

管
理
委
託
は
、
こ
れ
ま
で
公
社
な
ど

公
共
的
な
団
体
に
し
か
で
き
な
い
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
事
業
者

を
初
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
幅

広
く
管
理
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
。

日
本
船
舶
振
興
会
交
付
金
や
競
走
会

交
付
金
な
ど
制
度
改
正
へ
向
け
た
取
り

組
み
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
設
置
を
！

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て




